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ルート概略図 DAY1/2 共通 1 周目
DAY1 の IA/IB/NAクラスは2周目があります (別ページ )。
他のクラスは 1周で終了。

左折 右折

ミスコース直進

1周目 Lap1

西山林道

雨天時迂回路

1周目の ルート

2周目の ルート

クラス別の分岐

LAP1

LAP2 for IA/IB/NA class

Short cut for the desugnation class
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Finish

GAS補給可能なタイムチェック Time Check with Service

GAS1

総距離  132km  approx
GAS1    約 39km from start
GAS2  約 27km  from GAS1
GAS3  約 40km  from GAS2
FIN  約 26km  from GAS3  
 * この距離はコース製作時の概算です。正しくは当日配布の資料を参照。
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至 帯広
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ミスコース直進

2周目 Lap2
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ルート概略図 2 周目
DAY1に IA/IB/NAクラスだけが走る2周目のショートループ
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LAP2 総距離 26km  approx
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白旗 黄旗
補給ができる区間
早く到着したら時間調整する

→ →
タイムチェック

ここでタイムカード提出

タイムチェックの構造

※補給できないタイムチェックは
× 印の旗で示される

※今大会、補給ができる TC は、高原荘の TC のほか、
ルート概略図に「燃料補給可」と記された TC だけです。

白旗 黄旗

タイム設定は 15 分間。
補給ができる

→→
プレフィニッシュ

初日の最終周にはプレフィニッシュが設置される

補給できない。
手持ちの工具のみで整備可能

黄旗白 × 旗

ワークタイム ( 通称 ) 最終タイムチェック

→エンジンを停止して
パルクフェルメへ

パルクフェルメ

ワーキングエリア

スタート待機

スタート 15 分前に
タイムカードを受け取って入る

スタート 10 分前に
ワーキングエリアに移動

スタート約 2 分前に
スタート待機を推奨

登録したメカニックの入口
※登録していない者は入れない
※プレスは進入可

→

燃料補給・油脂の補給も可能だが
その場合は環境保護マットが必要

プレス関係者も立入禁止

選手・役員・プレス以外
立入禁止。補給禁止

パルクフェルメとスタートエリア
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12

6

12

6

クラスによって
周回数が異なるので注意すること

→

12

6

→

→

スタートライン

12

6 →20m ライン

→

スタートの合図から 1 分以内に
エンジンの力で通過。エンジン始動
できなかった場合は押して通過して
コース横で整備等行う

パルクフェルメでは自分のモーターサイクルを押して
ワーキングエリアに移動させること以外、モーターサ
イクルに対して一切の作業が禁止されている。また他
のモーターサイクルに触れることも禁止。

12

6

スタートの合図で
初めてエンジンの
始動が許される

2017 大会では 1日目だけです。

ROUTE MARKING
コースマーク等の説明
2017年まで、交差点・分岐のマーキングは、「3-2-1」の順で設置しています。
※FIMエンデューロのガイドラインに合わせました。

基本は3－2－1ですが、2-1，1たけの葉所もある
舗装路や幅の広い林道などでは、3-2-1と設置していることが多いです
が、明瞭な場所や、速度が遅いところなどでは、2-1、または1だけが設置さ
れている場所も多いです。

注意してください
コースマークの設置は念入りに行っていますが、閉鎖しているコースとは
違って、慎重に走行しないとコースマークを見落としてミスコースしま
す。特に舗装路では、ミスコースしてしばらく走るとまたコースマークが
出てくることがあり、気づかないうちにスペシャルテストやタイムチェッ
クをショートカットしてしまうことになりかねません。スペシャルテスト
のインとアウトが隣接している場所でも同様で、テストを走らずに通過し
てしまうことがあり得ます。

スピードを出し過ぎたり、一般車を追い越したりすることで、コースマー
クを見逃す例が多くあります。タイムチェックとスペシャルテストの順番
を把握して、間違わないようにしてください。タイムチェックの不通過、ス
ペシャルテストの不通過は失格となってしまい、救済することができませ
ん。

ご理解とご協力をお願いします
HTDEのルートは、スペシャルテストを除いて、基本的には一般道路を走
行します。そのためタイム設定には充分な余裕を持っています。特に、市街
地や国道などでは、安全運転はもちろん、できるだけ静かに走行してくだ
さい。一般の方から「ウインカーが見ずらくて突然曲がって危険を感じた」
というご指摘を受けたことがあります。この点も留意してください。ルー
ト中には市街地での信号待ちもあります。可能であれば、信号待ちの間は
エンジンを停止するのも良い方法かもしれません。また、ダートから舗装
路に出た時などは、車体についた泥が舗装路に落ちます。ダートから出た
時は、危険のない範囲で少しの間、路肩に近いところを走行すると、道路の
汚れが目立たないかもしれません。ご理解ご協力をお願いいたします。

WRONG
ミスコース

S.O
直進

間違った進行方向に行くと、「×」
マークが設置されています。※明瞭
な場所には設置していません。

正しい方向に曲がると、まもなく
「〇」マークが出てきます。

2-1、または1しか設置して
いない場所もある。

矢印3つ、矢印2つのところで曲がって、住
宅の軒先に侵入したりしないようにご注
意ください。

左折 右折

ミスコース直進

1周目 Lap01

左折 右折

ミスコース直進

2周目 Lap2

Right
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